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概要

種油は食品・石鹸・化粧品やバイオディーゼル燃料などの重要な原

料であり、世界中で約1億トンが生産されています。主に大豆・ピー

ナツ・オリーブ・ひまわり・紅花・綿実・菜種・からし菜などから作られて

います1) 。これらの油の品質と安定性は、原材料、抽出法、工程、

輸送、保管などに大きく依存しています2)-5) 。原材料のの品質は

最終製品の品質と価格に反映されます。食用油の製造、マーケ

ティングと供給は多岐に渡るので油製品の分析は、安全性に関す

る法規制への遵守と健康への影響のためにも重要です5)-8) 。

トリグリセリド(TAG)は食用油の主成分です。いずれの種油もTAG
を固有の組成で含み、その情報は地域の特定と粗悪品の摘発に

用いられます5),9)-10) 。TAGはGC分析法を用いることにより、脂肪

酸メチルエステル(FAME)への変換を経て、間接的に測定すること

ができます5) 。しかしながら、FAMEへの誘導体化反応は時間を要

し、時に定量的ではない場合があります。従来法としては、非水系

逆相HPLC法や銀イオンクロマトグラフィ法によって直接的にTAGの

分析が行われています9)-13) 。これらの方法は分析時間が長く(30
分-80分)、移動相にハロゲン化溶媒を使用することがあります。ハ

ロゲン化溶媒は発がん性があることが知られており、規制されている

場合があります。

このアプリケーションノートでは、ACQUITY UPLC®/PDAシステム

を用いて、食用油を10分で分離する同定法について説明します。

移動相にはハロゲン化溶媒より毒性の低い、アセトニトリルやイソプ

ロパノールを使用しています。このメソッドでは、食用油の高速分離

による同定だけでなく、TAG酸化物や分解物の検出も同時に行わ

れています。

分析条件

装置 : ACQUITY UPLC® システム PDA検出器
カラム温度 : 30 ℃
移動相A :  アセトニトリル
移動相B : イソプロパノール

メソッド1
カラム : ACQUITY BEH C18 1.7μm  

2.1x 100 mm
流速 :0.28mL/分
グラジエント : 10%B－90%B(10分)

メソッド2
カラム : ACQUITY BEH C18 1.7μm  

2.1x 150 mm
流速 :0.15mL/分
グラジエント : 10%B－90%B(22分)

PDA検出波長:195-300nm
注入量 :2μL

ACQUITY UPLC® システム



図1. 食用油のPDAクロマトグラム(210nm)

図2. 3種類の大豆油のPDAクロマトグラム
(210nm)

図1に大豆油・オリーブ油・菜種油・ピーナッツ油・コーン油と

2種のTAG標準サンプルのPDAクロマトグラムを示します。

カラムとグラジエント条件はメソッド1を使用しており、分析

時間は10分です。いずれの種油も固有のクロマトグラムパ

ターンを示し、識別と同定を目的として分析可能であること

がわかります。14)

これらのクロマトグラムのパターンは、非水系逆相HPLCで

分析した場合と似ています。9),10)しかしながらUPLCを
使用したこのクロマトグラムの方が分離度が高く、分析時間

も1/3以下に短縮されています。

TAG_3C18:2とTAG_3C18:1が確認され、TAGの分

離は脂肪酸の鎖長と不飽和結合の数に基づくことがわかり

ます。9),10)鎖長が短く不飽和結合の多いものは早く溶

出されます。このメソッドで使用した溶媒はMSイオン化法に

も適用できるので、分子量や構造に関する情報はLC/MS
法が使用できると考えられます。

図2には210nmにおける3種類(SS,H,SA)の大豆油のクロマ

トグラムを示します。SS,H,SAは製造元の名前を表します。SS
とHは大豆油に特有のパターンを示していますが、SAは保持時

間3-5分に複数のピークが見られます。これらのピークは分解物

と考えられ、品質を見極める指標と成ります。



図 3. 2 種類 の菜種油 の PDA ク ロ マ ト グ ラ ム
(210nm)

図4. 3種類の大豆油のＰＤＡクロマトグラム(240nm)

図3には2種類の製造元の異なる菜種油のクロマト

グラムを示します。SAでは保持時間3-5分に分解

物と考えられるピークが見られます。

食用油は酸化、分解し腐敗します。酸化したTAGと

分解したTAG(3つの二重結合を持つ脂肪酸)は
240nmに吸収があります。

図4に、3種類の大豆油の240nmでのクロマトグラム

を示します。SAはSSとHに比べ多くのピークが保持時

間3-5分に検出されています。これは酸化物と分解物

の存在を示しています。



図5には2種類の菜種油の240nmにおけるクロマトグ

ラムを示します。SAでは3-5分により多くのピークが見

られ、酸化物と分解物の存在が示されています。

図6には長いカラム(150mm)を使用したメソッド2に
よるPDAクロマトグラムを示します。UPLC®で長いカラ

ムを使用することにより、より高い分離能が得られます。

このような高い分離能による分析法は産地や種の特

定などにより有効であると考えられます。

図5. 2種類の菜種油のPDAクロマトグラム(240nm)

図6. メソッド2によるPDAクロマトグラム(210nm)
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